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＜佐賀空港オスプレイ配備問題＞＜佐賀空港オスプレイ配備問題＞

２年間で整備完了⁉脅かされる住民の安全
２４
時
間
体
制
で
ダ
ン
プ
運
搬

工事場所

㈱田中造園土木

岡本建設㈱

㈲柳川商店

㈱五大

参考 ダンプトラックによる運搬経路

※点線はサブルートを示しています。基本的には実線のルートを通行しますが、混雑状況等を踏まえ、サブルートを走行
する場合もあります。

対
応
者
は
、
オ
ス
プ
レ

イ
配
備
反
対
佐
賀
県
連
絡

会
事
務
局
長
・
池
崎
基
子

さ
ん
で
す
。

池
崎
さ
ん
は
９
年
前
の

２
０
１
４
年
に
当
時
の
古

川
知
事
時
代
に
、
オ
ス
プ

レ
イ
受
け
入
れ
を
表
明
し

た
当
時
か
ら
運
動
し
、
辺

野
古
や
高
江
の
座
り
込
み

に
も
参
加
し
ま
し
た
。　

佐
賀
空
港
西
隣
の
農
地
の

地
権
者
２
５
４
人
の
土
地

を
共
有
し
た
一
部
３３
ｈ
ａ

が
５
月
１
日
付
の
臨
時
総

会
開
催
で
、
２
／
３
以
上

の
賛
成（
賛
成
１
８
４
人
、

反
対
４９
人
）
で
土
地
を
決

定
し
た
と
い
う
も
の
で

す
。
し
か
し
、
決
定
に
い

た
る
ま
で
の
手
続
き
に
問

題
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、

反
対
す
る
地
権
者
が
「
土

地
を
売
っ
て
い
な
い
」
と

し
て
抗
議
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
５

月
１
日
の
決
定
ま
で
に
、

漁
協
組
合
長
を
岸
田
首
相

が
面
会
す
る
な
ど
の
水
面

下
の
動
き
が
や
ら
れ
て
い

た
と
も
説
明
し
ま
す
。

脅
か
さ
れ
る
住
民
の

安
全「

土
地
売
買
決
定
」
以

降
、
九
州
防
衛
局
は
６
月

１９
日
か
ら
相
知
、
大
和
、

背
振
な
ど
の
４
か
所
の
山

か
ら
、
片
道
５０
ｋ
ｍ
も
の

距
離
を
佐
賀
空
港
西
側
の

土
地
（
農
地
）
に
大
量
の

土
砂
を
ダ
ン
プ
で
運
搬
し

て
い
ま
す
。
木
更
津
と
の

関
係
で
２５
年
６
月
末
ま
で

に
造
成
工
事
を
終
了
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
、
着
工
後
佐
賀
市
議

会
が
２
回
に
わ
た
っ
て
夜

間
の
運
搬
の
中
止
な
ど
を

九
州
防
衛
局
に
要
請
し
て

い
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、

九
州
防
衛
局
は
夜
間
工
事

を
７
月
１７
日
か
ら
始
め
る

と
発
表
し
て
い
ま
す
。
地

元
住
民
の
交
通
の
安
全
を

無
視
し
て
２４
時
間
運
搬
さ

せ
る
方
向
で
す
。

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
を
守
れ

佐
賀
空
港
の
西
側
の
整

備
に
つ
い
て
、
防
衛
施
設

局
の
Ｈ
Ｐ
に
「
陸
上
自
衛

隊
の
駐
屯
地
の
建
設
工
事

開
始
」
と
し
て
説
明
さ
れ

て
い
ま
す
。
目
達
原
駐
屯

地
の
ヘ
リ
５０
機
移
駐
や
弾

薬
庫
な
ど
の
配
備
も
計
画

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知

り
、
佐
賀
空
港
周
辺
の
広

大
な
農
地
を
み
る
と
き
、

東
与
賀
の
干
潟
地
区
は
ラ

ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ

れ
て
い
る
自
然
豊
か
な
こ

の
土
地
に
、
今
後
自
然
を

破
壊
す
る
基
地
拡
大
が
強

行
さ
れ
る
こ
と
に
大
き
な

危
惧
を
抱
き
ま
し
た
。

池
崎
さ
ん
は
、
７
月
２９

日
（
土
）
に
こ
の
計
画
に

反
対
す
る
地
権
者
や
共
闘

団
体
、
市
民
と
と
も
に
ひ

佐賀空港西隣の駐屯地建設工事箇所の看板

６月２０日付のしんぶん赤旗の「オスプレイ
配備へ土砂搬入、佐賀・地権者ら抗議「売る
と言っていない」」という衝撃的な見出しに、
佐賀空港でいったいなにが起きているのか、
ということで佐賀空港オスプレイ配備反対の
関係者に取材に話しを伺いました。

佐賀空港西隣の駐屯地建設工事現場に土砂を運んできたダンプカー

ら
く
決
起
集
会
へ
の
参
加

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

�

（
編
集
委
員
　
惠
藤
）

●�

第
６３
回
福
岡
地
区
労
連

評
議
員
会

７
月
３０
日
（
日
）
１３
：

００
～
１７
：
００

リ
フ
ァ
レ
ン
ス
博
多
駅

東
１
室
ウ
ェ
ブ
併
用

●�

原
水
爆
禁
止
２
０
２
３

年
世
界
大
会

８
月
４
日
～
６
日
広
島

８
月
７
日
～
９
日
長
崎

●�

建
交
労
福
岡
協
議
会
・

組
合
員
不
当
解
雇
事
件

控
訴
審

７
月
２７
日
（
木
）
１１
：

００
～

福
岡
高
裁
１
０
０
２
法

廷 今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
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マイナ保険証は現場の混乱と
医療崩壊をもたらす

っ
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
こ
の
よ
う
な

大
雨
は
地
球
温
暖
化
に
よ

る
気
候
変
動
で
発
生
頻
度

と
の
関
係
で
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
３５
度

を
超
え
る
猛
暑
が
全
国
各

地
で
発
生
し
、
熱
中
症
警

戒
ア
ラ
ー
ト
も
発
表
さ
れ

て
い
ま
す
。
世
界
で
も
世

界
の
一
日
の
平
均
気
温
が

１７
度
を
超
え
て
１
９
７
９

年
開
始
し
た
観
測
史
上
最

高
に
達
し
た
と
米
国
立
環

境
予
測
セ
ン
タ
ー
が
公
表

し
て
い
ま
す
。
極
端
な
猛

暑
や
大
雨
の
発
生
頻
度
を

高
め
て
い
る
背
景
と
な
っ

て
い
る
気
候
危
機
に
歯
止

め
を
か
け
る
こ
と
が
急
務

で
す
。
最
悪
の
環
境
破
壊

を
と
め
、
戦
争
を
や
め
さ

せ
ま
し
ょ
う
。
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水
帯
は
積
乱

雲
（
雷
雲
）

が
風
上
側
で

次
々
を
発
生

し
て
連
な

り
、
狭
い
範

囲
の
同
じ
場

所
で
数
時
間

に
わ
た
っ
て

強
い
雨
を
も

た
ら
す
も
の

で
、
昨
年
の

２
０
２
２
年

度
に
線
状
降

水
帯
は
全
国
で
半
日
程
度

前
に
１３
回
呼
び
か
け
さ
れ

３
回
発
生
し
ま
し
た
。
線

状
降
水
帯
に
は
な
ら
な
く

て
も
３
時
間
で
１
０
０
ミ

リ
以
上
の
大
雨
が
１２
回
降

今
年
も
梅
雨
末
期
の
７

月
に
入
っ
て
、
九
州
、
中

国
な
ど
西
日
本
を
中
心
に

線
状
降
水
隊
が
相
次
い
で

発
生
し
大
き
な
災
害
を
発

生
さ
せ
ま
し
た
。
線
状
降

気
候
変
動
と
線
状
降
水
帯

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
利
用

（
マ

イ
ナ
保
険
証
）
は
政
府
の
方
針
で
２
０
２
４
年
秋
に

現
在
の
保
険
証
が
廃
止
さ
れ
、
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の

完
全
移
行
と
な
り
ま
す
。
連
日
報
道
さ
れ
て
い
る
マ

イ
ナ
保
険
証
の
実
態
を
、
福
岡
医
療
団
労
組
副
執
行

委
員
長
の
河
谷
靖
氏
に
伺
い
ま
し
た
。

労
働
組
合
の
賃
金
闘
争
弱
体
化
を
ね
ら
う

新
し
い
資
本
主
義「
三
位
一
体
の
労
働
市
場
改
革
」

経
済
財
政
諮
問
会
議
は

６
月
１６
日
に
「
経
済
財
政

運
営
と
改
革
の
基
本
方
針

２
０
２
３
」（
以
下
「
骨

太
方
針
」）
を
閣
議
決
定

し
ま
し
た
。
今
号
は
「
骨

太
方
針
」
が
労
働
者
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る

の
か
を
シ
リ
ー
ズ
で
み
て

み
ま
す
。「
骨
太
方
針
」

は
政
府
・
財
界
の
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
で
す
の
で
、

労
働
者
に
関
す
る
「
第
２

章
新
し
い
資
本
主
義
の
加

速
」
一
項
目
め
の
「
三
位

一
体
の
労
働
市
場
改
革
に

よ
る
構
造
的
賃
上
げ
の
実

現
と
「
人
へ
の
投
資
」
の

強
化
、
分
厚
い
中
間
層
の

形
成
」
を
分
析
し
ま
す
。

こ
の
項
に
政
府
・
財
界
の

労
働
者
に
対
す
る
狙
い
が

書
か
れ
て
い
ま
す
。

ジ
ョ
ブ
型（
職
務
給
）制
度
に

具
体
的
に
は
現
在
の
正

社
員
の
「
年
功
序
列
」「
終

身
雇
用
」
を
「
ジ
ョ
ブ
型

（
職
務
給
）
制
度
」
に
変

え
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
今
回
の「
骨
太
方
針
」

は
、
１
９
９
５
年
当
時
の

日
経
連
の
「
新
時
代
の
日

本
的
経
営
」
に
匹
敵
す
る

労
働
者
・
国
民
を
貧
困
化

す
る
政
策
だ
と
考
え
ま

す
。
全
労
連
雇
用
労
働
法

制
局
長
の
伊
藤
圭
一
氏

も
、「
三
位
一
体
の
労
働

市
場
改
革
」
で
平
均
賃
金

が
上
昇
す
る
可
能
性
は
低

く
、
む
し
ろ
「
構
造
的
な

賃
下
げ
」が
起
き
る
と
し
、

「
集
団
的
労
使
交
渉
に
基

づ
く
労
働
組
合
の
賃
金
闘

争
は
弱
体
化
さ
せ
ら
れ

る
」
と
警
鐘
を
な
ら
し
て

い
ま
す
。

労
働
移
動
さ
せ
る
三
位
一
体
の
労
働
市
場
改
革

伊
藤
氏
が
指
摘
す
る

「
三
位
一
体
の
労
働
市
場

改
革
の
指
針
」
の
三
位
一

体
の
労
働
市
場
改
革
は
次

の
三
点
と
し
て
い
ま
す
。

①�

リ
ス
キ
リ
ン
グ
（
学
び

直
し
）
に
よ
る
能
力
向

上
支
援
、

②�

個
々
の
企
業
の
実
態
に

応
じ
た
職
務
給
の
導
入
、

③�

成
長
分
野
へ
の
労
働
移

動
の
円
滑
化

「
骨
太
方
針
」
で
の
リ

ス
キ
リ
ン
グ
の
目
的
は

「
労
働
移
動
」
で
、
労
働

移
動
さ
せ
る
理
由
を
「
こ

の
間
、
企
業
は
人
に
十
分

な
投
資
を
行
わ
ず
に
、
個

人
は
十
分
な
自
己
啓
発
を

行
わ
な
い
状
況
が
継
続
し

て
き
た
」「
働
く
個
人
の

多
く
が
受
け
身
の
姿
勢
で

現
在
の
状
況
に
安
住
し
が

ち
」
な
ど
、
企
業
と
労
働

者
個
人
の
責
任
に
転
嫁
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
労
働
移
動
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
に
、
退
職

金
の
税
金
を
引
き
上
げ
て

手
取
り
を
少
な
く
す
る
こ

と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

終
身
雇
用
の
前
提
と
な
る

退
職
金
額
を
引
き
下
げ
れ

ば
、
労
働
者
を
転
職
に
追

い
込
む
と
い
う
な
ん
と
も

労
働
者
の
人
生
を
踏
み
に

じ
る
内
容
で
す
。

�
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委
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惠
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マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い

て
、
連
日
ト
ラ
ブ
ル
が
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
。
保
険

医
が
加
盟
す
る
任
意
団

体
、
全
国
保
険
医
団
体
連

合
会
の
調
査
で
も
数
々
の

ト
ラ
ブ
ル
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

自
身
が
働
く
病
院
で
も

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
保
険
情

報
の
資
格
確
認
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

混
乱
は
容
易
に
予
想
さ
れ

ま
す
。

現
在
、
マ
イ
ナ
保
険
証

へ
の
対
応
が
進
む
中
、
地

域
の
個
人
病
院
は
対
応
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
廃
業

利
便
性
は
特
に
感
じ
ら

れ
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

で
確
認
で
き
な
か
っ
た

保
険
情
報
を
保
険
証
に

よ
っ
て
確
認
す
る
こ
と

で
対
応
で
き
た
ケ
ー
ス

も
あ
り
、
保
険
証
の
必

要
性
を
以
前
に
も
増
し

て
強
く
感
じ
ま
す
。
政

府
の
方
針
通
り
２
０
２

４
年
秋
に
保
険
証
が
廃

止
さ
れ
た
後
の
現
場
の

に
追
い
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
地
域
医
療

の
崩
壊
で
あ
り
、
国
民
皆

保
険
制
度
の
破
壊
に
つ
な

が
り
ま
す
。

保
険
情
報
は
保
険
者

（
健
保
、
市
区
町
村
）
の

職
員
が
入
力
し
た
情
報
を

参
照
す
る
事
で
医
療
機
関

は
確
認
し
て
い
ま
す
。
現

行
の
制
度
に
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
が
組
み
込
ま

れ
、
複
雑
に
な
っ
た
シ
ス

テ
ム
に
対
し
て
少
人
数
で

対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
自
治
体
や
医
療
機
関
は

ま
す
ま
す
疲
弊
し
て
い
き

ま
す
。
保
険
証
は
継
続
す

べ
き
で
す
。

〈
労
働
組
合
と
地
球
環
境
問
題
を
考
え
る
⑮
〉

〈マイナンバーの健康保険証利用問題〉

福岡医療団労働組合　副執行委員長　河谷 靖

〈
新
し
い
資
本
主
義
と
は
①
〉

「線状降水帯による大雨について」
（気象庁ホームページより）


